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補助事業期間 平成 ２５年度～平成２３ 年度

２３

1. 機 関 番 号

3. 研究種目名

2. 研究機関名
奈良先端科学技術大学院大学

4.

5. 課 題 番 号

6. 研 究 課 題 ＣＭＯＳイメージセンサ搭載脳外科手術用プローブ－Ｐｒｏｂｅ　Ｅｙｅ－の開発

7. 研究代表者

２ ０ ４ ６ ４ １ ５ ９

研　究　者　番　号 研 究 代 表 者 名
ノダ　トシヒコ

野田　俊彦
助教

所　属　部　局　名 職　　名

8. 研究分担者

研　究　者　番　号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職　　名

9. 研究実績の概要

　初年度は申請時に提案した刺入型デバイスの要であるCMOSセンサチップの新規設計に注力し，研究を進めた．完成時のデバイス幅を
極力狭くして低侵襲化を図るため，チップサイズは幅400um，長さ600um とした．単位チップには刺激・計測電極を形成する領域を設
け，例えばPtなどの材料で電極を作製出来るようにした．またこのチップには，複数チップの同時動作を想定した制御回路も集積化し
た．チップにはそれぞれ個別のIDをCMOS工程後のレーザ加工で焼き込めるように設計し，該当するIDのチップのみが動作するように制
御する構成にした．チップには計測用アンプ回路や刺激電流生成回路も搭載した．設計したCMOSチップをCMOSチップ試作サービスによ
って作製し，作製したチップを単体で動作させて基本的な動作検証を行なった．
　チップ作製中の期間を利用して，生体への刺入時に低侵襲となるようなセンサチップ実装方法を検討した．複数チップからの配線を
どのように生体外に引き出すかが重要であるが，これには複数チップ同時動作を想定したチップ制御回路を活用して配線の共有化を行
う事で，配線数削減，デバイス幅の減少が可能である．これら微細配線を実現する方法を検討し，高密度フレキシブル基板によって実
現できる見通しを得た．
　デバイス実装後のテストで必要となる模擬生体材料の準備および，デバイス評価の実験系を新規に構築し，来年度以降の研究環境を
整えた．

(１)
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（2）おおむね順調に進展している。

申請時の計画通りに研究が進んでおり，順調に進展していると言える．
平成23年度に設計，試作したCMOSチップを平成24年度に使用するため，このチップが大変重要であるが，設計通りに動作する事が確認
出来ている．このチップを実装するための基礎検討も終了しており，低侵襲実装の実現に向けて研究が進んでいる．
デバイス実装完了後にどのように評価するのかについても検討，準備を行なっており，平成24年度以降の研究も円滑に実施出来る環境
が整っている．

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)生体埋植

CMOS 刺入型デバイス 神経活動計測 神経刺激

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策　等

センサチップ開発については，前年度のセンサ基礎特性の評価や次項で述べるチップ実装のテスト結果を受け，センサ設計の最適化を
行う．再度センサチップを試作し，刺激・計測電極も作製する．異なる材料数種（例えばIrOxやTiNなど）でも刺激・計測電極を作製
し，その特性を比較する．
低侵襲なセンサチップ実装技術開発については，高密度フレキシブル基板を用いたチップ間配線により，共通配線に複数のチップを接
続する．本デバイスは生体内で動作させるため，信頼性，耐久性が高く，かつ，生体適合性に富んだ材料を用いて包埋する必要がある
．現状ではパリレンによる包埋を第一候補とし，その耐久性を評価する．
実装を行なったデバイスの評価として，生理食塩水や生食ゲルなどの模擬生体材料中でテストを重ね，実装工程へのフィードバックを
繰り返す事によって，生体内でも安定した動作が見込めるデバイスに仕上げる．実際の生体サンプルを用いた検証の第一段階として，
マウスやラットの脳や脊髄などの神経組織を用いた実験も行う．

前年度作製したチップおよび電極材料，実装工程の評価に必要な経費として，試薬類と計測に必要な微小電流計を計上した．金額は過
去の購入実績を参考にした．測定用ノートパソコンは計測機器の制御ならびにデータ整理のために使用する．
また前年度同様，成果発表旅費と研究成果報告として論文投稿費を計上した．
前年度の研究成果の内容を鑑み，当初計画していた平成23年度末開催の学会への参加を取りやめ，より有意義な情報交換が望める別学
会（平成24年度開催）での成果発表に変更した．これに関連し平成23年度の研究費の一部を平成24年度に繰り越した．

（今後の推進方策）

（次年度の研究費の使用計画）

(２)
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13.研究発表（平成２３年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計( ２ )件　　うち査読付論文　計( ２ )件

2 0 1 1

2 0 1 1

〔学会発表〕　計（ ３ ）件　　うち招待講演　計（ ０ )件

2012/3/16応用物理学関係連合講演会

発　表　場　所

早稲田大学

発　表　者　名

東丸 幸江, 伊藤 卓祐, 北尾 拓也, 平松 祐樹, 野
田 俊彦, 笹川 清隆, 徳田 崇, 太田 淳

学　会　等　名 発表年月日

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

発　　表　　標　　題

CMOSチップを搭載した刺入型刺激・計測デバイスの作製

論　　文　　標　　題

論　　文　　標　　題

脳深部刺激手術用in situ イメージングプローブの開発

脳深部構造のイメージングの試み

著　者　名

著　者　名

野田 俊彦, Pan Yi-Li, 田川 礼人, 小林 琢磨, 笹
川 清隆, 徳田 崇, 畠中 由美子, 中野 直樹, 加藤
天美, 塩坂 貞夫, 太田 淳

中野　直樹，加藤　天美，野田　俊彦，太田　淳，
徳田　崇，塩坂　貞夫，畠中　由美子

最初と最後の頁

最初と最後の頁

427-428

146-149

巻

巻

131

50

発行年

発行年

査読の有無

査読の有無

有

有

雑　　誌　　名

雑　　誌　　名

電気学会論文誌Ｅ（センサ・マイクロマシン部門誌）

機能的脳神経外科　別冊

（3）
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〔図書〕　計（ ０ )件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（ ０ )件

国内・外国の別出願年月日産業財産権の種類、番号権利者発明者産業財産権の名称

著　者　名

総ページ数発行年書　　名

発表年月日

2011/8/30

2011/6/30

出　版　社

学　会　等　名

応用物理学会学術講演会

電気学会E部門バイオ・マイクロシステム研究会

発　表　場　所

発　表　場　所

山形大学

東京工業大学

CMOSチップ搭載インテリジェント生体インターフェースデバイス

発　表　者　名

発　表　者　名

伊藤 卓祐, 北尾 拓也, 野田 俊彦,  笹川 清隆, 徳
田 崇, 太田 淳

CMOSチップ搭載インテリジェント生体インター
フェースデバイス

学　会　等　名

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

CMOSチップ搭載 脳刺激・計測用インテリジェント電極アレイの作製

発表年月日

（4）
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〔取得〕　計（ ０ )件

15.備考

権利者発明者産業財産権の名称 国内・外国の別

出願年月日

取得年月日産業財産権の種類、番号

（5）


